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花婿？花嫁？に

お化粧とドレスアップで美しく変身

福寿会にて
10月29日
開催

花婿？花嫁？に
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作
文
の
部

特
　
選

光
中
学
校
　
３
年

小
　
林
　
香
　
織

　「ふれあいと支え合いの精神に満ちた心豊かな福祉のまちづくり」を進めるため、福祉教育の一環と

して町内小・中学校児童・生徒から標語・作文・ポスターを募集したところ、314点の作品が寄せられ

ました。

　応募いただいた作品の中から、各部門別に特選・入選・佳作の入賞作品が決定しました。

『
身
近
な
福
祉
』

　
私
の
家
に
は
、
九
十
歳
の
曾
祖
母
が

い
ま
す
。
身
近
に
老
人
が
居
て
も
「
福

祉
」
と
は
何
か
考
え
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。

　
私
は
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
地
域
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
合

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
家
族
が
曾
祖
母
の
話
を
し
て

い
る
の
を
耳
に
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
内
容
が
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
る

か
入
れ
な
い
か
の
話
で
し
た
。
曾
祖
母

は
自
分
で
歩
け
る
し
ト
イ
レ
に
も
行
け

ま
す
。
何
も
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
の

に
な
ぜ
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
最
近
、
家
族
が
曾
祖
母

を
お
風
呂
に
入
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し

た
。
お
風
呂
に
入
れ
る
だ
け
で
と
て
も

体
力
を
つ
か
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
考
え
る
と
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ

る
の
も
良
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
、
曾
祖
母
の
気
持
ち
を
考
え
た
こ
と

が
な
い
で
す
。
曾
祖
母
は
、
老
人
ホ
ー

ム
に
入
り
た
い
の
か
そ
の
気
持
ち
を
聞

か
な
い
で
家
族
は
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
老
人
ホ
ー
ム
に
い
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
こ
に
居
た
く
な
い
。

家
に
帰
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
聞

く
と
曾
祖
母
は
老
人
ホ
ー
ム
に
行
き
た

く
な
い
の
か
な
っ
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
福
祉
は
、
し
あ
わ
せ
や
豊
か
さ
、
生

活
上
の
幸
福
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で

す
。
老
人
ホ
ー
ム
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
は
本
当
に
幸
せ
な
の
か
。
自
分

の
家
に
帰
り
た
い
。
家
族
と
一
緒
に
ご

飯
を
食
べ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

す
る
こ
と
が
本
当
の
幸
せ
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
る

と
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
る
と
思
う

人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
心
の
中
で
家
族
と
一
緒
に
い
ら
れ

な
く
て
寂
し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
家
族
の
人
に
介
護
を
し

て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
そ
ん
な
に
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
は
、

家
族
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
行
き
た
く
な
い
老
人

ホ
ー
ム
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
先
、
日
本
は
高
齢
者
問
題
が
も

っ
と
深
刻
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
福
祉
と
い
う
も
の
を
皆
が
も
っ

と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

介
護
を
す
る
の
が
嫌
だ
と
思
っ
て
い
る

第9回　福祉のまちづくり 標語・作文・ポスター 

特選作品と入選・佳作者紹介！

標語の部 特　選

標語の部 佳　作 標語の部 入　選

早　川　心　翔

川　島　梨　音 布　施　　　天

實　川　　　葵 土　屋　美　咲

あいさついっぱい　げんきいっぱい　ぼくのまち

　白浜小学校　１年

　大総小学校　６年 　日吉小学校　５年

　上堺小学校　４年 　光中学校　２年
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作
文
の
部

入
　
選

ポ
ス
タ
ー
の
部

入
　
選

ポ
ス
タ
ー
の
部

佳
　
作

作
文
の
部

佳
　
作

人
は
、
そ
れ
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
も
歳
を
と

っ
た
ら
介
護
さ
れ
る
身
に
な
る
と
思
う

か
ら
で
す
。
人
は
一
人
で
生
き
て
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
介
護
士
に
な
り
た
い
と
い
う

夢
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
と
っ
て

も
小
さ
な
事
で
す
が
、
曾
祖
母
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
て
と
て

も
う
れ
し
く
て
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に

つ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。「
あ

り
が
と
う
」
は
人
の
心
を
温
か
く
す
る

言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
人

一
倍
感
謝
さ
れ
る
こ
と
を
や
り
色
々
な

人
に
「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
言
っ
て
も

ら
え
る
人
、
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポスターの部 特　選 ポスターの部 特　選

伊　藤　颯　汰 平　山　瑞　姫　上堺小学校　２年 　光中学校　　２年

日
吉
小
学
校
　
５
年

大
総
小
学
校
　
６
年

横
芝
中
学
校
　
２
年

横
芝
中
学
校
　
２
年

横
芝
小
学
校
　
４
年

日
吉
小
学
校
　
２
年

東
陽
小
学
校
　
６
年

東
陽
小
学
校
　
４
年

南
条
小
学
校
　
３
年

横
芝
小
学
校
　
６
年

横
芝
中
学
校
　
２
年

南
条
小
学
校
　
４
年

横
芝
中
学
校
　
３
年

　
田
山
　
正
道

　
伊
藤
　
七
海

　
伊
藤
　
礼
捺

　
内
山
　
望
海

　
田
中
　
春
菜

　
越
川
　
真
衣

　
椎
名
　
美
帆

　
川
島
　
史
子

　
森
　
　
ゆ
に

　
阿
部
　
光
希

　
櫻
井
　
美
月

　
土
屋
　
芽
亜

　
越
川
　
桃
花
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　８月11日、町内の小中学生を対象に日本
赤十字社千葉県支部を訪問し、義肢製作所及
び救護倉庫の見学と義足の体験をしました。

　参加者からは、「赤十字社が素晴らしい団体であり、
思いやりのあふれる社会の柱でもあると思いました。」

「身近な所で困っていたり、辛そうにしている人を見
かけたら、手をさしのべてあげたいと思いました。」
などの感想が聞かれました。

赤十字救急法フェスタ２０１４
　10月22日、千葉県総合スポーツセンターで赤
十字救急法フェスタ２０１４が開催されました。
　今年の救急法コンテストの課題は「三角巾によ
る包帯と担架搬送」で、傷病者役と救助者役に分
かれ、傷病の部位の手当（三角巾による包帯）を
し、担架でゴールまで搬送するという競技を行い
ました。

一日赤十字
　７月12日、町民会館で一日赤十字を開催しま
した。
　日本赤十字社千葉県支部指導講師 高柳善江氏
による「赤十字この一年、震災のその後」と題し
た講演とＡＥＤ（自動体外式除細動器）や練習用
の人形を使用しての心肺蘇生法を学び、救命救急
の重要性を体験する有意義な１日となりました。

義肢製作所の職員による義手の説明

三角巾による包帯と担架搬送の競技 心肺蘇生法を体験する中学生

義足をつけて歩行体験

何
か
に
つ
か
ま
っ
て

い
な
い
と
歩
け
な
い

横芝光町赤十字奉仕団活動

義足体験！ ～福祉体験学習会開催～



　（地区社協）ふの域地 れ あ い 活 動
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「
大
総
地
区
福
祉
の
つ
ど
い
」

　
７
月
29
日
、
文
化
会
館
で
高
齢
者
78
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
福
祉
の
つ
ど
い
を
開
催
。

　
お
昼
に
は
地
区
社
協
運
営
委
員
手
作
り
の

ち
ら
し
寿
司
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
や

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
海
岸
清
掃
」

木
戸
浜
海
岸
　
　
６
月
16
日

　
白
浜
地
区
社
協
の
運
営
委
員
と
白
浜

小
学
校
全
校
児
童
が
協
力
し
、
木
戸
浜

の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
屋
形
海
岸
　
　
７
月
６
日

　
上
堺
地
区
社
協
の
運
営
委
員
が
海
岸

ク
リ
ー
ン
活
動
に
参
加
し
、
屋
形
海
岸

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

　
大
総
地
区
　
　
９
月
20
日

　
上
堺
地
区
　
　
10
月
４
日

　
小
学
校
の
運
動
会
時
に
敬
老
招
待
者

や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
へ
お
弁
当

を
お
届
け
し
ま
し
た
。

競
技
結
果

〇
団
体
の
部

︻
団
体
　
一
般
の
部
︼　
　
　
　︻
団
体 

小
学
生
の
部
︼

　
優
　
勝
　
栗
山
分
会
　
　
　
　
優
　
勝
　
上
町
分
会

　
準
優
勝
　
上
町
分
会
　
　
　
　
準
優
勝
　
栗
山
分
会

　
第
３
位
　
東
町
分
会
　
　
　
　
第
３
位
　
鳥
喰
分
会

○
個
人
の
部

︻
個
人
　
65
歳
以
上
の
部
︼　
　︻
個
人
　
65
歳
未
満
の
部
︼

優
　
勝
　
渡
辺
静
子
︵
栗
山
︶　
優
　
勝
　
大
澤
の
り
子
︵
古
川
両
国
新
田
︶

準
優
勝
　
塩
谷
博
人
︵
東
町
︶　
準
優
勝
　
長
嶋
　
修
︵
鳥
喰
︶

第
３
位
　
冨
田
み
つ
子
︵
上
町
︶　
第
３
位
　
原
　
元
正
︵
古
川
両
国
新
田
︶

︻
個
人 

小
学
生
の
部
︼

優
　
勝
　
近
藤
　
樹
　︵
栗
山
︶

準
優
勝
　
長
嶋
悠
乃
　︵
鳥
喰
︶

第
３
位
　
本
木
寛
大
　︵
上
町
︶　

「横芝地区ふれあいグラウンドゴルフ大会」
　10月25日、秋晴れのもと坂田池陸上競技場で、
第16回横芝地区ふれあいグラウンドゴルフ大会
を開催。
　この大会は、横芝地区の小学生から高齢者まで
の三世代がグラウンドゴルフを楽しみながら、親
睦と交流を図り、地域のきずなを深めることを目
的に毎年開催しています。

スコッペラーズによる
スコップ三味線

一生懸命ゴミ拾いをする白浜小の子供たち

優勝した栗山分会へ田中会長からトロフィー授与

大
総
地
区
社
協

横
芝
地
区
社
協

上
堺
地
区
社
協

上
堺
地
区
社
協

白
浜
地
区
社
協

大
総
地
区
社
協



　萩原次朗氏を講師に迎え、児童と一緒に七夕の馬づくりを行いました。
この馬はお盆前の祖先の迎えや穀物の豊作祈願に作られていたそうです。

　東陽小学校　７月２日
　日吉小学校　７月４日

馬づくりに熱中する子供達

手を使っちゃだめですよ

10個の紅白のお手玉を拾う競争

何個入るかな

ピンポン玉を５個お皿にのせてゴール
お皿のピンポン玉を落とさないように

馬づくりを指導する萩原次朗氏

「七夕馬づくり」に挑戦

高
齢
者
し
お
さ
い

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
10
月
17
日
、
澄
み
渡
る
青
空
の
下
、
し
お
さ
い
ス
ポ
ー
ツ

公
園
サ
ッ
カ
ー
場
で
白
浜
地
区
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
高
齢
者
し
お
さ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
１
２
０
名
の
参
加
者
を
紅
白
に
分
け
、
個
人
種
目

７
種
目
、
団
体
種
目
６
種
目
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ン
食
い
競

走
や
玉
入
れ
な
ど
、
み
ん
な
年
齢
を
忘
れ
元
気
は
つ
ら
つ
と

走
る
姿
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。  
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東陽地区社協
日吉地区社協

白
浜
地
区
社
協



　南条地区（７月１０日）、日吉地区（９月１２日）、白浜地区（９
月３０日）の各小学校で、消防署の職員を講師に迎え、災害ボラン
ティアスクールを開催しました。
　この事業は福祉教育の一環として、災害時における対処法を学ん
でもらうため開催しています。 傷病者の搬送方法にチャレンジ

腹話術＆マジックショーで会場をわかせる
斉藤和文氏 笑う門には福来る

毛布を利用しての担架搬送 三角巾を使用して包帯法を学ぶ 人形を使って心肺蘇生法を体験

災害ボランティアスクール

東陽地区交流会

　10月23日、東陽小学校体育館で、東陽地区にお住まいの70歳以上の方をお招きして、第２
回東陽地区交流会を開催しました。
　東陽小学校５・６年生による合唱、昼食休憩の時間には、有志によるフラダンス。午後から
は、斉藤和文氏による腹話術＆マジックショー、鼓蝶会による「銭太鼓」「スコップ三味線」
が披露され、会場は大いに盛り上がり、参加された方々からは、「楽しかった」「来年もまた来
るからね」と喜びの声をいただきました。

社協 よこしばひかり
平成26年12月発行

7

南条地区社協 白浜地区社協

東陽地区社協

日吉地区社協



　７月23日、九十九里町のつくも学遊館ゲートボール場で
山武地区高齢者ゲートボール大会が開催されました。出場し
た横芝光チームが３位になり、９月25日に行われた県大会
（茂原市）に出場しました。
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各地区社協事業予定  12月～3月各地区社協事業予定  12月～3月各地区社協事業予定  12月～3月

　開催については、各地区で回覧等によりお知らせします。　※事業は変更する場合があります。

　  　大総地区社協
　●歳末慰問（配食サービス）・環境美化活動
　●大総小学校　昔の遊び教室協力
　●視察研修　　3月

　  　上境地区社協
　●環境美化活動
　●配食サービス事業　　12月・3月
　●視察研修　　2月

●地域世代間交流（餅つき）
●地域交流伝承教室（昔の遊び）

○  　東陽地区社協

　●東陽地区グラウンドゴルフ大会

○  　白浜地区社協
　●白浜地区グラウンドゴルフ大会
　●地域交流伝承教室（昔の遊び）

○  　横芝地区社協
　●横芝地区ふれあい食事会
　●視察研修　　2月
　　【分会活動】（７分会）
　　   歳末慰問・餅つき大会等
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○  　南条地区社協

　●南条地区グラウンドゴルフ大会
　●しめ縄づくり

日吉地区社協

　
６
月
26
日
、
町
体
育
館
で
障
害
を
お
持
ち
の
方

を
対
象
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
。

　
当
日
は
23
名
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
な

ど
で
体
を
動
か
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

フリスビーをまとに投げる参加者
（ストラックアウト）

全部倒れて！
（ペットボトルボーリング）

さわやかスポーツ大会

山武地区高齢者ゲートボール大会

老人クラブでは会員を募集しています。


